
岩木川流域生態系ネットワーク

取り組み報告

東北地方整備局

青森河川国道事務所

【機密性２】
20230206_東整青森_推進協議会資料_1年未満

令和５年２月６日

資料－２



岩木川流域生態系ネットワーク

-1-



岩木川流域生態系ネットワーク

-2-



令
和
３
年
度

令
和
４
年
度
以
降

第１回 ワーキング開始
・スタートアップメンバーによる立ち上げ
・岩木川に対する思いを自由に意見交換しやりたいことを共有

第３回 岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会 （令和５年２月予定）
・令和4年度の活動報告など

第２回 ワーキング

・Ｒ４に実行するイベントを模索
・実践的な活動を各関連団体と、継続して行っていくための連携方法の模索。

第１回ワーキング

・本ワーキングより青森県県土整備部及び農林水産部が参加。
・令和4年度の活動内容等の確認。

第２回 岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会
・令和3年度の活動報告
・Ｒ４イベント実施へ関係機関の協力など

令和３年12月16日

令和４年２月８日

令和４年３月２４日

令和４年６月２３日

令和４年１０月２１日

第２回ワーキング

・瀬と縁の自然再生施工箇所の施工方針の確認。

令和４年１２月１５日

第３回ワーキング

・瀬と縁の自然再生箇所や弘前防災ステーションの利活用について。

第４回ワーキング（令和5年2月予定）

・次年度イベント等の活動内容について。

令
和
２
年
度

第１回 岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会

・検討委員会の設立

・設立趣旨、規約の承認

岩木川流域生態系ネットワーク

R4.3.24第2回検討委員会開催状況

R4.6.23第1回WG開催状況

R4.10.21第3回WG開催状況-3-

令和３年１月２２日
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ヨシ原火入れ瀬と淵再生

ヨシ原需要

稚魚放流
うんこドリル

水生生物調査

河川清掃

水辺の国勢調査

ヨシ刈り業

漁業

除草

樹木伐採

定住

農業

岩木川流域生態系ネットワークワーキング気づき

・二極化の解消
・産卵場の再生
・集う場の創出

伝統漁法
自然体験

観察会

・良好なヨシ原の維持
・オオセッカ等の貴重な生物環境の保護

・生業とできる産業による定住
・人口増への寄与

・需要供給バランス
・文化財への需要模索
・農水省等の支援事業へ参画

・持続可能な供給先の確保
・継承者の育成

・環境の保護
・資源の安定
・子ども等への環境教育

・環境教育

・環境教育
・人材育成
・持続可能な社会への理解
・啓発活動

・安全教育
・環境教育

・環境教育

・美化活動
・環境教育
・啓蒙活動

・定期的な生物調査

・梁の復活
・ヨシを使った「どう」

プレーヤー間の連携も重要！

これからのワーキングを考える！

岩木川流域生態系ネットワーク-6-



令和４年度　岩木川生態系ネットワーク活動予定表（案）
分類 取組活動 備考

ヨシを活用し地域への伝承
（ヨシ原の大切さ）

・今年度、ヨシ原火入れがコロナ等により中止
・地域へヨシ原の大切さを知ってもらう企画としてイベントを企画
・家族をターゲットに、親には講話、子供には工作教室を通じて知ってもらうイベント
・８月の出水により中止

地活・伝承 ヨシ原火入れと地域活性化
・ヨシ刈り業者の鈴木氏とヨシについて意見交換
・来年度のヨシ原火入れについて年度末に検討会開催

伝承

地活・伝承
伝統漁法「ヤナ」の復活
（川の生態、食文化）

・昨年度ワーキングで出たイベント
・伝統漁法の復活とともに、魚を食してもらい食文化の伝承
・資金面やスタッフ等々、まだまだ調整事項が沢山ある
・ヨシ刈り業者の鈴木氏よりヨシの無償提供　※ただし、魚を子供たちに食べさせることについては反対されている

・８月の出水により中止

水保・伝承
瀬と淵再生
（水辺の保全・再生、伝承の場の創出）

・二極化の解消、産卵場の再生に加え、人が集う場所の創出も検討
・ワーキングメンバーに加え、出張所や施工業者にも参画してもらい意見交換会を実施

その他、コラボ可能なイベントへの参画

地活・伝承
稚魚放流とコラボし子供たちへの伝承
（川の生態、川の安全）

・東先生からのアドバイスによりコラボが実現
・今年度は川の安全を行った。次年度からは生態系や防災等のメニュー検討

伝承
水生生物とコラボし子供たちへの伝承
（川の生態、川の安全）

・水生生物調査においてもコラボを実施

６月 ７月 １２月 １月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月

6/9藤崎町で実施

6/15西目屋村で実施

6月中、過去実施学校へ打診

7/12藤崎町で実施

6/3中泊町と打合せ 6/13竹内先生と打合せ 8/20開催予定であったが出水により中止

7/1ヨシ提供調整 9月下旬～10月上旬実施予定であったが出水により中止6/20ヨシ提供事前調整

瀬と淵再生の仕上げ方法打合せ

ワーキング＋出張所；施工業者

火入れ検討会

6/20ヨシ刈り業者と打合せ

瀬と淵再生工事

6/24ＮＨＫディレクター
と打合せ

6/3中泊町と打合せ

7/5ATVT打合せ

岩木川流域生態系ネットワークワーキング活動計画
令和４年度岩木川流域生態系ネットワーク活動予定（案）

何ができる？
やれることを
見える化
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委
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・
ワ
ー

キ
ン
グ
等

その他、コラボ可能なイベントへの参画

岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会
・年度末に委員会を開催
・ワーキングの実施に当たっての課題等を委員会で議論してもらい、来年度の活動に反映させる

岩木川魚がすみやすい川づくり検討委員会

岩木川流域生態系ネットワーク　ワーキング
瀬と淵再生の仕上げ方法打合せ

ワーキング＋出張所；施工業者

検討委員会開催

瀬と淵再生仕上げ方法報告

今年度の振り返りと来年度計画6/23第1回ワーキング実施
瀬と淵再生の仕上げ方法打合せ

ワーキング＋出張所；施工業者

みんなで知恵を絞り
どんどん追加！Ｒ５へつなげる

○○○○

○○○○



漁協による稚魚放流とのコラボ
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水生生物調査とのコラボ
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岩木川流域生態系ネットワークワーキングイベント企画
工作教室ややなの復活に向け調整し、開催まであと一歩というところで８月上旬に出水があり今年度
の開催を見送らなければならなくなりました。
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自然再生事業 岩木川魚がすみやすい川づくりとコラボ
岩木川では、瀬と淵の再生を行い、二極化が進む河道を魚の産卵場の復活し生物多様性が図られる
よう自然再生を行っています。

瀬と淵の再生にあたって、生態系ネットワークワーキングとコラボし自然再生と地域活性化の可能性
を見いだす。

瀬と淵の再生

【主な意見】
・淵を好む魚もいるので、流れに沿って瀬や淵にメリハリを付けて
作って欲しい。
・この場所は稚魚の放流を行っているので、子供達が安全に放流で
きるようなス ペースや川岸まで車が近寄れると良い。
・高水敷には駐車場があるので、高水敷の駐車場から川がつながる
ような、活用や利用がしやすい環境を整えると良い。
・整備されたら高水敷で岩木山を見ながらキャンプをしてみたい。
・高水敷は弘前桜祭りの駐車場に利用されているので、桜祭りに合
わせ地場産品等を販売できると良い。
・子供達が集まった際に、説明できるようなちょっとした平場があると
良い。

●第２回ワーキング
日 時：令和４年１０月２１日
場 所：弘前防災ステーション

討議概要

生態系ＷＧ

コラボにより、自然再生に合わせ、利活用
を考慮した親水性の確保や、釣り人からみ
た漁場の創出などが可能

ＷＧメンバーによる現地調査-11-



岩木川流域生態系ネットワークロードマップ

地域の自然を豊かに！地域の活性化を！

令和６年度 推進行動計画作成

令和５年度 推進行動計画策定に向けて

令和４年度まで 岩木川とは？

・ワーキングを立ち上げ岩木川の可能性を模索
・子供達が集まる機会とのコラボ
・イベントを通した地域活性化の可能性
・継続していくためには

・Ｒ４に引き続き岩木川をフィールドとしたイベントの開催
・水辺の保全・再生、地域活性化、伝承（学び）とイベントの位置付けの検証
・持続可能な取り組みへの検証

・岩木川流域における指標種
・水辺の保全・再生、地域活性化、伝承（学び）の取り組み計画
・持続可能となるプレーヤーの連携
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